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           き ず な 
            第 44 回東北地区小中学校教頭会研究大会宮城大会 

 

 

  令和6年度第44回東北地区小中学校教頭会研究大会が、11月14日に宮城県仙台市で開催されました。その

概要をお伝えします。全公教研究部（秋田県立秋田南高等学校中等部教頭）田口 牧先生に取材協力をお願いし

ました。 

 

１ 大会名称    第44回東北地区小中学校教頭会研究大会宮城大会 

第49回宮城県小中学校教頭会研究大会仙台市大会 

２ 開催時期  令和６年11月14日（木） 

３ 開催場所  宮城県仙台市 

全体会・分科会会場 ホテル白萩（オンライン配信） 

４ 日程        全体行事 ９：２０～１０：００ 

記念講演１０：００～１１：４０ 

分科会 １３：００～１６：００ 

５ 大会の概要 

(1)大会主題 「未来を切り拓く力を育む魅力ある学校づくり」 

(2)主催     東北地区小中学校教頭会宮城県小中学校教頭会 

(3)共催     全国公立学校教頭会 

(4)後援     宮城県教育委員会 仙台市教育委員会 宮城県小学校長会 宮城県中学校長会 

仙台市小学校長会 仙台市中学校長会 一般財団法人宮城教育振興会  

公益財団法人日本教育公務員弘済会宮城支部 

(5)全体行事 ①開会のことば ②国歌斉唱 ③あいさつ ④祝辞 ⑤来賓紹介 ⑥研究基調提案  

⑦閉会のことば 

(6)記念講演 演題：「学校教育の可能性を求めて」～大震災とコロナ禍での学校創りから～ 

講師：佐藤 淳一 氏（元石巻市立雄勝中学校校長、前仙台市立錦ケ丘中学校校長） 

(7)分科会   ①教育課程に関する課題 ②子供の発達に関する課題 ③教育環境整備に関する課題 

④組織・運営に関する課題 ⑤教職員の専門性に関する課題 

６ 大会に参加しての感想 

記念講演では、講師である佐藤淳一氏が東日本大震災で

津波被害に遭った中学校を校長としてどう立ち上がらせた

か、そして、新設校をコロナ禍の中どう創りあげていった

かについてお話しいただいた。「生徒を支える」という思

いや「先生が変われば子供も変わる」という意識をもつこ

との大切さについて考えさせられ、今後の職務への意欲が

掻き立てられる内容だった。 

 

分科会は実践発表と指導助言のみ会場で行われ、協議は

オンラインで行われた。地域と連携した取組や校内研修の工夫、働き方改革の進め方など、活発な意見交

換が行われていた。協議の中で共有した他県の取組や新たな情報などを基に、今後の教育活動の一層の充

実が図られることを期待したい。 
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佐藤淳一氏による講演 

分科会の様子 
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